
12月11日（金） 第二次選考合格者発表 郵送および入学センターホームページ（下記）で発表します。

9月23日（水）
　  ～

9月30日（水）
出 願（郵送による受付）

入試要項にしたがって出願書類を作成し、郵送で提出します。
第一次選考（書類選考）の検定料は10,000円（第二次選考の検定料は
25,000円）です。以下の諸点を考慮のうえ、選考します。
●成績評価  ●活動記録（大会記録･生徒会活動･学校外での諸活動･資格など）
●出席状況  ●その他

出

　願

　資

　格

以下の１～４の「すべて」に該当する者
１　2020年3月に高等学校または中等教育学校後期課程を卒業した者、または2021年3月に卒業見込の者。
２　2020年3月に卒業した者は、高等学校または中等教育学校後期課程卒業時における全体の評定平均値が4.0
以上の者、2021年3月に卒業見込の者は、1年1学期または前期から、3年（4年制定時制は4年）1学期ま
たは前期までの全体の評定平均値が4.0以上の者。
※2021年3月に卒業見込の者について、新型コロナウイルス感染拡大の影響による休校措置等の事情により、出願資格に定める期間の評定平均値を算出すること
が困難な場合に限り、高等学校にあっては第2学年末、中等教育学校にあっては第5学年末、4年制の定時制高等学校にあっては第3学年末における評定平均値で
の代用を認める。また、その場合は調査書の備考欄にその状況を記入すること。

３　2020年3月に卒業した者は、高等学校または中等教育学校後期課程卒業時における調査書記載の欠席日数
が45日（4年制定時制は60日）以内の者、2021年3月に卒業見込の者は、1年1学期または前期から、3年
（4年制定時制は4年）1学期または前期までの調査書記載の欠席日数が45日（4年制定時制は60日）以内の者。

４　高等学校または中等教育学校後期課程在籍期間の活動において、次の一つ以上に該当する者。ただし資格に
関してのみ、高等学校または中等教育学校後期課程在籍期間以前に取得したものによる出願も受け付ける。
　■学芸系もしくはスポーツ系クラブに所属し、都道府県以上の大会・コンクール・展覧会等において優秀な
成績を収めた者。

　■生徒会活動において、めざましい活躍をした者。
　■資格（語学検定や、財務・会計資格など）を有する者。
　■その他、学校外での諸活動（クラブ活動・ボランティア活動等）において、めざましい活躍をした者。

※新型コロナウイルス影響拡大により大会等が開催されていない場合でも、大会等に出場予定あるいは出場見込みがあったことを示す客観的根拠があれば出願資格
ありとみなす。詳細は入試要項を確認のこと。

▶ 早稲田大学 入学センター　ホームページ　https://www.waseda.jp/inst/admission/▶ 早稲田大学 社会科学部　ホームページ　https://www.waseda.jp/fsss/sss/
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7月  下旬 入試要項公開（予定）
学部ホームページ（左ページ下）で入試要項の公開を予定しています。
出願書類の作成、活動記録の裏付けとなる資料の収集等には時間が
かかるので、余裕を持って早めに入手してください。

11月13日（金） 第一次選考合格者発表 郵送および入学センターホームページ（下記）で発表します。

12月14日（月）～
12月21日（月） 入学手続（一次） 登録料（入学金相当額）および学費等を振り込むことで完了します。

※3月中旬に二次手続があります。

11月22日（日） 第二次選考（試験選考） 早稲田キャンパスで行います。 小論文  ＋   面 接

出身学校（長）からの推薦書を必要とせず、高等学校または中等教
育学校後期課程在学中のさまざまな活動歴をもとに、受験生の皆
さんが「自分自身を社会科学部に推薦する」入試制度です。
全国で初めて（1989年）、社会科学部が、受験生の“個性”を評価
するために創設しました。それとともに、その名のとおり“地域
性”を重視し、できる限り、各都道府県から１名以上の合格者を
出すことを目標にしています。
“個性”と“地域性”を二本柱とする「全国自己推薦入学試験」へ、
積極的にチャレンジしてください。
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個人の優れた資質と活動実績のある者を
幅広く日本国内および世界より求めています。

2019年度入学  

飯田 芽生愛さん
Iida Meia

長野県長野西高等学校｠卒業

いい　だ　    め     い     あ

高校ではどのような活動をしていましたか？
　私自身、虐待・児童養護施設での生活経験があ
ることから、社会的養護のもとにある子どもたち
の現状を少しでも良くするために当事者として発
信活動をしてきました。内閣府や厚生労働省、県
庁、企業、そしてメディアに向けて児童養護施設
が抱える課題や解決策について提言発表・意見交
換を行いました。また、児童養護施設で暮らす中
高生を対象に、長野県庁子ども家庭課の方と協同
で、ロールモデル交流会を企画運営しました。は
じめての弁論にも挑戦しました。日々遅くまで練
習を積み重ね、笑顔で伝えきることを心掛けまし
た。その結果、内閣総理大臣賞・文部科学大臣賞
を頂くことができました。
　部活動では、バトン班に所属し副班長を務めて
いました。ダンス未経験者だった私は人の何倍も
努力する必要がありましたが、チームに恵まれ全
国大会部門８連覇を達成しました。全国高等学校
総合文化祭では、マーチングバンド・バトントワ
リング部門生徒部会長として企画運営に携わり、
優秀校東京公演では国立劇場で演技を披露する機
会も頂きました。
　加えて、オーストラリア・台湾での海外研修や
ホームステイをする機会にも恵まれるなど、幅広
い分野で充実した高校生活を送ることができまし
た。

社会科学部を志望し、「全国自己推薦入試」で
受験しようとしたのはなぜですか？
　これまで自分がいた狭い世界から出て、様々な
領域で挑戦する同世代の仲間に出会い、各界で活
躍される教授陣のもとで学びたいと考えていたか
らです。自分に足りない部分を知り、社会的養護
のもとにある子どもたちのために自分ができるこ
とを見出していきたいと思いました。このような
漠然とした目標を達成するためのアプローチを、
多領域の知を身に付けることのできる社会科学部
で見つけたいと感じました。「＋αの個性」とい
う点で、高校時代に力を入れていた発信活動や部
活動での経験を活かせると考え、全国自己推薦入
試を受験しました。
　早稲田大学には「紺碧の空奨学金」という社会
的養護のもとにある学生向けの奨学金がありま
す。教育の機会を平等に与えようとする早稲田大
学の姿勢にも強く惹かれました。

実際に社会科学部に入学してみて、
どう感じていますか？
　一番良かったのは、常に刺激を受けられる環境
に身を置くことができる点です。社会科学部では、
他の分野で活躍する学生・教員と出会うことがで
きます。ふと授業で隣に座った学生と話している
と、部活動に精力的に取り組んでいたり、新しい
アプリを制作していたり、起業していたり、何ケ
国も一人で旅していたりと、分野を問わず様々な
挑戦をしている人が多くいます。また幅広い分野
の授業を履修することができるため、横断的な学
びの中で、自分の将来の目標に向けて数多くのア
プローチを模索することができています。これま
での発信活動の中では、メディアの利点にしか目
を向けられていませんでしたが、授業を通してメ
ディアが利用される現実や別の側面を知る機会と
なり、自分の将来についてもう一度考えることが
できました。

現在、力を入れて取り組んでいることは
なんですか？
　現在も引き続き、子どもの貧困問題の改善に向
けて発信活動に取り組んでいます。曹洞宗大本山
永平寺で修行僧の方々に向けた講演や、長野県児
童養護施設大会で福祉大学の学生や児童養護施設
の職員の方々にむけた講演・パネルディスカッ
ション・研修会にも参加させて頂きました。大学
1 年次の夏季休業ではアメリカ合衆国を訪れ、ス
ピーチをする機会も頂きました。発信することで、
社会問題に対する関心や当事者意識を高め、小さ
な変化を生むことができると再実感しています。
また、奨学金・人材育成プログラムを行う一般財
団法人教育支援グローバル基金ビヨンドトゥモ
ローでマーケティングプロモーションを担当して
います。他にも NPO 法人のスタッフとして活動
したり、テレビ局でのアルバイトで実践的な発信
活動を学んだりしています。
　大学では、早稲田大学チアダンスチームMYNX
に所属しています。週４～６回の練習と自主練に
励み、昨年の秋には全国大会にも出場しました。
全国各地から集まったメンバーと切磋琢磨する中
で刺激を受ける毎日です。

将来の目標は？
　子どもたちの居場所創りをすることです。これ

自己内で対話する力、
忍耐力、道徳、他者との共
感的理解、多様性や新し
い考えに開かれた態
度、自立的活動力

豊かな人間性

広く深い社会への知的
な関心・想像力・探究心、
論理的思考力、それらを支
える確かな言語・数量・
情報の知識と技能

確かな学力

課外活動の経験によ
る自己管理、自己修正、
チームワーク、困難な課
題に立ち向かう勇気、
やり遂げる力

実践力

までに、児童養護施設入所者の進学率・認知度の
低さ、施設退所後の問題に直面してきました。そ
の中で、私は子どもたちの「居場所」と思える場
所を創り、支えていきたいと考えるようになりま
した。実家のない子どもたちが帰省することもあ
れば、自立のために料理を習いにくること、進路
相談をすることもある。目的なしに気軽に立ち寄
れて、頼れる。そんな場所を創りたいです。社会
的養護のもとにある子どもたちが、広い視野と選
択肢を持ち、環境に左右されることなく自分の将
来を決めることのできる未来の実現に寄与してい
きたいです。
　夢を叶える第一歩として、子どもたちの現状を
発信するジャーナリストを目指しています。これ
まで現状を発信することで、新たに奨学金が設立
されたり、社会問題に対して関心を持ってくださ
る方が増えたりと、小さな変化を生むことができ
ました。今後も社会にひとつでも多くのきっかけ
をもたらせるよう、取り組みを続けていきたいです。

これからの受験生へ向けて、一言お願いします！
　きっとこのパンフレットを手に取っている受験
生の皆さんは、多種多様な分野で挑戦し、活動し
てきたことと思います。そんな皆さんに共通する
のは、それぞれの挑戦の中で、自分自身と向き合
い、その活動に全力を捧げてきたということです。
そのことに自信を持ち、受験という人生の大きな
岐路においても、挑戦し続けてください。全国自
己推薦入試は、そんな皆さんの挑戦を真摯に受け
止めるはずです。
　早稲田大学社会科学部は素敵な出会いに溢れて
います。その出会いは、皆さんの将来の選択肢と
可能性を広げてくれることでしょう。皆さんとど
こかで出会えることを楽しみにしています！
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＊下記のスケジュールは変更になる可能性があります。
　最新情報は入試要項および社会科学部ホームページを必ず都度ご確認ください。

早稲田大学 社会科学部 2021年度 自己推薦入試パンフレット　なか面（p2・p3）


